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伊能忠敬の来鹿200年を記念して市内各所で記念事業が行われました。

伊能忠敬 来鹿200年祭

❶北鹿島ふるさとまつり
日時：10月21日（日）9：00～
場所：諸国屋一帯

伊能忠敬一行が宿泊した諸国屋旅館を中心に、
歩行者天国で大イベント
●まちなか音楽会
　（中・高校生ブラスバンド／園児マーチング／和太鼓）
●小学生の伊能研究発表会
●ゆるキャラ大集合
●地場産品直売、チャリティーバザー　ほか多数

❸秋の蔵々まつり
日時：10月21日（日）10：00～17：00
場所：肥前浜宿保存地区
●蔵開き／地酒販売試飲
●全国SAKEグランプリ飲み比べ
●音まつり

❹伊能忠敬が
　　　食した食事再現
日時：10月21日（日）10：00～
場所：道の駅鹿島
●伊能忠敬が泊った宿新発見
●伊能忠敬が食した食事の再現、試食

❷ “繋がる200年”
日時：10月21日（日）9：00～
場所：中心商店街

みつけてみよう鹿島の歴史と個店

●「鹿島錦」再発見（実演・体験・展示・販売）
　モザイクタイルで「鹿島錦」
●伊能忠敬ゆかりの香取市の物産展
　（もちろん鹿島の発酵商品も）
●まちなか「お見合い」賞品多数準備
●第5回ほとめきまつり開催
●花がもてなすまちなか博物館事業（同時開催）
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平
成
24
年
鹿
島
市
議
会

　

12
月
定
例
会
会
期
日
程

１
．
会
期

　

自　

平
成
24
年
12
月
３
日

　

至　

平
成
24
年
12
月
25
日

２
．
日
程

【
12
月
】

３
日
・
開
会	

	

　
　

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名	

　
　

・
会
期
の
決
定	

　
　

・
議
案
の
一
括
上
程

　
　
　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

　
　

・
議
案
審
議
、
質
疑
、

　
　
　

討
論
、
採
決

４
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

５
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

６
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

　
　

・
発
言
内
容
通
告
締
切

　
　
　
（
正
午
）

７
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

８
日
・
休
会

９
日
・
休
会

10
日
・
委
員
長
報
告
、
議
案
審
議

　
　

・
質
疑
、
討
論
、
採
決

11
日
・
議
案
審
議
、
質
疑
、

　
　

・
討
論
、
採
決

12
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

13
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

14
日
・
常
任
委
員
会

　
　
　
（
議
案
・
請
願
）

15
日
・
休
会

度
鹿
島
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

⑹
議
案
第
56
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
給
与
管
理
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

⑺
報
告
第
11
号　

専
決
処
分

事
項
の
報
告
に
つ
い
て　

（
事
故
に
よ
る
損
害
の
賠

償
）

⑻
議
案
第
58
号　

財
産
の
取

得
に
つ
い
て

⑼
議
案
第
59
号　

専
決
処
分

事
項
の
承
認
に
つ
い
て　

（
平
成
24
年
度
鹿
島
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
））

⑽
議
案
第
60
号　

鹿
島
市
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
⑾
議
案
第
61
号　

鹿
島
市
定

住
促
進
住
宅
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

⑿
議
案
第
62
号　

鹿
島
市
部

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

⒀
議
案
第
63
号　

鹿
島
市
暴

力
団
排
除
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⒁
議
案
第
64
号　

鹿
島
市
防

災
会
議
条
例
及
び
鹿
島
市

災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

⒂
議
案
第
65
号　

鹿
島
市
職

員
給
与
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

⒃
議
案
第
66
号　

鹿
島
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

⒄
議
案
第
67
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い

て
⒅
議
案
第
68
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

⒆
議
案
第
69
号　

平
成
24
年

度
鹿
島
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

⒇
議
案
第
70
号　

辺
地
に
係

る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
に
つ
い
て

（21）
議
案
第
71
号　

鹿
島
公
民

館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

（22）
議
案
第
72
号　

能
古
見
公

民
館
及
び
鹿
島
市
の
ご
み

ふ
れ
あ
い
楽
習
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（23）
議
案
第
73
号　

古
枝
公
民

館
及
び
鹿
島
市
林
業
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

（24）
議
案
第
74
号　

浜
公
民
館

及
び
鹿
島
市
臥
竜
ヶ
岡
体

育
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

（25）
議
案
第
75
号　

北
鹿
島
公

民
館
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

（26）
議
案
第
76
号　

七
浦
公
民

館
及
び
鹿
島
市
漁
村
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

（27）
議
案
第
77
号　

鹿
島
市
休

日
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

（28）
議
案
第
78
号　

佐
賀
県
市

町
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

に
係
る
協
議
に
つ
い
て

（29）
議
案
第
79
号　

佐
賀
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
係
る
協
議

に
つ
い
て

（30）
議
案
第
80
号　

鹿
島
市
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

（31）
議
案
第
81
号　

鹿
島
市
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

（32）
諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

（33）
議
案
第
２
号　

鹿
島
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（34）
議
案
第
３
号　

鹿
島
市
議

会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
に
つ
い
て

（35）
意
見
書
第
６
号　

T
T
P

交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意

見
書
（
案
）

（36）
鹿
島
市
農
業
委
員
会
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て

十
二
月
定
例
会

議

　
　案

16
日
・
休
会

17
日
・
一
般
質
問
（
３
名
）

18
日
・
一
般
質
問
（
３
名
）

19
日
・
一
般
質
問
（
３
名
）

20
日
・
休
会
（
議
案
研
究
）

21
日
・
議
案
審
議
、
質
疑
、

　
　

・
討
論
、
採
決

22
日
・
休
会

23
日
・
休
会

24
日
・
休
会

25
日
・
委
員
長
報
告
、
議
案
審
議

　
　

・
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　

・
閉
会

⑴
議
案
第
51
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

⑵
議
案
第
52
号　

平
成
23
年

鹿
島
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

⑶
議
案
第
53
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
谷
田
工
場
団
地

造
成
・
分
譲
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

⑷
議
案
第
54
号　

平
成
23
年

度
鹿
島
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

⑸
議
案
第
55
号　

平
成
23
年

十
二
月
定
例
会

議

　
　案
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議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

諮問第 2号

その他

議員提案第2号

議員提案第3号

意見書第6号

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

 財産の取得について

 専決処分事項の承認について(平成２４年度鹿島市一般会計補正予算(第３号))

 鹿島市空き家等の適正管理に関する条例の制定について

 鹿島市定住促進住宅条例の制定について

 鹿島市部設置条例の一部を改正する条例について

 鹿島市暴力団排除条例の一部を改正する条例について

 鹿島市防災会議条例及び鹿島市災害対策本部条例の一部を改正する条例について

 鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例について

 鹿島市税条例の一部を改正する条例について

 平成２４年度鹿島市一般会計補正予算（第４号）について

 平成２４年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

 平成２４年度鹿島市水道事業会計補正予算（第１号）について

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画について

 鹿島公民館の指定管理者の指定について

 能古見公民館及び鹿島市のごみふれあい楽習館の指定管理者の指定について

 古枝公民館及び鹿島市林業センターの指定管理者の指定について

 浜公民館及び鹿島市臥竜ヶ岡体育館の指定管理者の指定について

 北鹿島公民館の指定管理者の指定について

 七浦公民館及び鹿島市漁村センターの指定管理者の指定について

 鹿島市休日こどもクリニックの指定管理者の指定について

 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更に係る協議について

 佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更に係る協議について

 鹿島市教育委員会委員の任命について

 鹿島市教育委員会委員の任命について

 人権擁護委員候補者の推薦について

 鹿島市農業委員会委員の推薦について

 鹿島市議会委員会条例の一部を改正する条例について

 鹿島市議会会議規則の一部を改正する規則について

 ＴＰＰ交渉参加に反対する意見書

次の事を審議し決定しました 中
村  

一
尭

稲
富  

雅
和

勝
屋  

弘
貞

竹
下  

　勇

⻆
田  

一
美

伊
東 

　

 

茂

松
本  

末
治

光
武  

　学

徳
村  

博
紀

福
井  

　正

水
頭  

喜
弘

橋
爪  

　敏

中
西  

裕
司

松
尾  

征
子

松
尾  

勝
利

橋
川  

宏
彰

採  決  結  果
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議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

諮問第 2号

その他

議員提案第2号

議員提案第3号

意見書第6号

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

（継続審査議案）平成２３年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

 財産の取得について

 専決処分事項の承認について(平成２４年度鹿島市一般会計補正予算(第３号))

 鹿島市空き家等の適正管理に関する条例の制定について

 鹿島市定住促進住宅条例の制定について

 鹿島市部設置条例の一部を改正する条例について

 鹿島市暴力団排除条例の一部を改正する条例について

 鹿島市防災会議条例及び鹿島市災害対策本部条例の一部を改正する条例について

 鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例について

 鹿島市税条例の一部を改正する条例について

 平成２４年度鹿島市一般会計補正予算（第４号）について

 平成２４年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

 平成２４年度鹿島市水道事業会計補正予算（第１号）について

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画について

 鹿島公民館の指定管理者の指定について

 能古見公民館及び鹿島市のごみふれあい楽習館の指定管理者の指定について

 古枝公民館及び鹿島市林業センターの指定管理者の指定について

 浜公民館及び鹿島市臥竜ヶ岡体育館の指定管理者の指定について

 北鹿島公民館の指定管理者の指定について

 七浦公民館及び鹿島市漁村センターの指定管理者の指定について

 鹿島市休日こどもクリニックの指定管理者の指定について

 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更に係る協議について

 佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更に係る協議について

 鹿島市教育委員会委員の任命について

 鹿島市教育委員会委員の任命について

 人権擁護委員候補者の推薦について

 鹿島市農業委員会委員の推薦について

 鹿島市議会委員会条例の一部を改正する条例について

 鹿島市議会会議規則の一部を改正する規則について

 ＴＰＰ交渉参加に反対する意見書

次の事を審議し決定しました 中
村  

一
尭

稲
富  

雅
和

勝
屋  

弘
貞

竹
下  

　勇

⻆
田  

一
美

伊
東 

　

 

茂

松
本  

末
治

光
武  

　学

徳
村  

博
紀

福
井  

　正

水
頭  

喜
弘

橋
爪  

　敏

中
西  

裕
司

松
尾  

征
子

松
尾  

勝
利

橋
川  

宏
彰

採  決  結  果
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議長
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稲
富
　
雅
和  

議
員

質
問　

投
票
当
日
は
７
時
か
ら

20
時
ま
で
で
市
内
14
ヶ
所
の
投

票
場
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
12

月
の
非
常
に
寒
い
投
票
日
に
な

⻆
田
　
一
美  

議
員

質
問　

条
例
の
適
用
対
象
と
な
る
危

険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
が
ど
の
程

度
あ
る
の
か
。

　

撤
去
費
用
等
に
対
し
て
助
成
す
る

条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
場
合
に
助
成
さ
れ
る
の
か
。

水
頭
　
喜
弘  

議
員

質
問　

第
１
条
に
「
こ
の
条
例

は
、
定
住
促
進
住
宅
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
鹿
島
市
へ

の
移
住
及
び
定
住
を
促
進
し
、

も
っ
て
地
域
の
活
性
化
及
び
住

民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

市
外
の
子
育
て
世
帯
を
優
先
し
、

中
村
　
一
尭  

議
員

質
問　

雇
用
促
進
住
宅
に
は
ど

う
い
う
人
が
入
居
し
や
す
い
の

か
？
ま
た
、
今
後
定
住
促
進
住

宅
入
居
の
情
報
を
ど
う
や
っ
て

告
知
し
て
い
く
の
か
？

答
弁　

入
居
の
条
件
と
し
て
鹿

島
市
で
働
く
人
達
。
そ
し
て
市

り
そ
う
だ
が
、
暖
房
器
具
、
燃

料
費
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
お

聞
き
し
ま
す
。

答
弁　

14
ヶ
所
に
よ
っ
て
は
状

況
が
違
い
、
中
に
は
エ
ア
コ
ン
、

ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
民
間
施
設
は

使
わ
せ
て
も
ら
う
予
定
。
市
の

施
設
で
暖
房
施
設
が
無
い
と
こ

ろ
は
、
ス
ト
ー
ブ
持
ち
込
み
、

灯
油
代
の
予
算
措
置
は
し
て
い

る
。

答
弁　

空
き
家
は
１
７
２
戸
の
う
ち

区
長
さ
ん
か
ら
見
て
管
理
不
全
と
思

わ
れ
る
建
物
が
81
棟
、
ま
た
、
防
災

防
犯
上
問
題
で
危
険
な
状
態
に
あ
る

建
物
が
19
棟
あ
る
。
高
齢
者
の
み
の

世
帯
が
多
く
存
在
し
今
後
増
加
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

危
険
性
が
あ
り
緊
急
に
撤
去
を
必

要
と
す
る
も
の
で
助
言
・
勧
告
に

従
っ
て
撤
去
し
た
場
合
、
資
力
の
な

い
方
を
対
象
に
一
定
の
制
限
を
か
け

な
が
ら
助
成
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
方
へ
の
優
遇
措
置
を
と
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
市
外
か
ら
転

入
さ
れ
た
方
が
安
心
さ
れ
る
よ

う
快
適
な
住
環
境
の
整
備
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
他
の
住
宅

に
お
い
て
も
網
に
よ
る
鳩
が
侵

入
し
な
い
よ
う
対
策
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
が
そ
の
対
策
は
と
ら

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

５
階
の
方
で
は
対
策
は

既
に
し
て
あ
る
。
今
後
住
民
説

明
会
を
開
催
す
る
の
で
そ
こ
で

意
見
を
聞
く
。

外
の
方
や
子
育
て
世
代
の
方
を

優
先
し
て
入
居
さ
せ
る
。
応
募

が
多
か
っ
た
場
合
は
、
市
外
の

子
育
て
世
代
の
家
族
を
優
先
し

て
入
居
さ
せ
る
。
家
賃
設
定
や

敷
金
免
除
な
ど
の
優
遇
措
置
も

考
え
て
い
る
。

　

告
知
方
法
と
し
て
は
、
市
の

広
報
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ま
た
市
内
の
企
業
を
そ
れ
ぞ
れ

訪
問
し
て
、
鹿
島
で
働
く
従
業

員
の
皆
様
に
雇
用
促
進
住
宅
に

つ
い
て
周
知
徹
底
し
て
い
く
。

議
案
審
議

議
案
第
59
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

（
気
持
ち
よ
く
投
票
で
き
る
環
境
は
整
っ
て
い
る
か
！
）

議
案
第
61
号

鹿
島
市
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
61
号

鹿
島
市
定
住
促
進
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
62
号

部
設
置
条
例
改
正

議
案
第
67
号

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
　
農
政
事
業
費

議
案
第
60
号

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

松
尾
　
征
子  

議
員

質
問　

部
全
体
の
職
員
が
お
互

い
に
業
務
を
補
い
な
が
ら
や
っ

て
い
く
の
で
よ
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
部
制
が
始
ま
っ
た
が
よ

く
な
っ
た
と
思
う
の
か
。

答
弁　

組
織
と
し
て
機
能
し
て

き
た
と
評
価
す
る
。
職
員
を
減

ら
し
て
き
た
こ
と
で
今
の
ま
ま

福
井
　
正  

議
員

質
問　

農
業
事
業
費
に
新
し
い

加
工
特
産
品
販
売
促
進
事
業
の

項
目
が
あ
る
が
、
加
工
食
品
の

開
発
は
、
消
費
者
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
に
は
、
品
質
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
流
通
販
売
な
ど
困
難

な
面
が
あ
る
が
、
開
発
す
る
加

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
あ
る
の
で
提
案
し

て
い
る
。

質
問　

部
制
が
敷
か
れ
た
後
、

周
り
の
仕
事
が
補
え
て
い
な
い

部
署
は
多
く
、
良
く
な
っ
た
と

い
う
感
覚
は
な
い
。
今
の
枠
内

で
組
織
替
え
を
し
て
も
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
は
繋
が
ら
な
い
。
こ

の
案
に
は
賛
同
で
き
な
い
。

答
弁　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
出
来
な
い
。
向
上
さ
せ
る
た

め
に
限
ら
れ
た
人
数
で
見
直
し

て
い
く
。

工
食
品
は
な
に
か
。
流
通
販
売

方
法
と
誰
が
開
発
製
造
す
る
の

か
。

答
弁　

通
常
の
三
倍
の
オ
レ
イ

ン
酸
を
含
む
大
豆
を
耕
作
放
棄

地
で
栽
培
し
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

用
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
三
原
豆
腐
で

開
発
製
造
し
、
I
C
R
で
流
通

販
売
を
行
う
予
定
。
名
称
は

「
ソ
イ
ソ
イ
」
を
予
定
し
て
い

る
。
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い
。

　

辺
地
総
合
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
実
現
に
は
、
地
元
で

十
分
な
議
論
を
し
て
頂
き
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

議
案
第
67
号

一
般
会
計
補
正
予
算「
廃
棄
物
処
理
事
業
に
つ
い
て
」

議
案
第
67
号

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

橋
爪
　
敏  
議
員

質
問　

耕
作
放
棄
地
対
策
等
を

目
的
に
、
多
良
岳
オ
レ
ン
ジ
海

道
を
活
か
す
会
が
、
鹿
島
市
、

太
良
町
、
J
A
、
県
、
多
良
岳

土
地
改
良
区
等
に
よ
り
設
立
さ

れ
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

経
過
は
。

　

ま
た
、
25
年
度
予
算
の
考
え

は
。

勝
屋
　
弘
貞  

議
員

質
問　

資
源
物
手
数
料
の
減
額
理
由
と

資
源
物
回
収
の
現
状
・
啓
発
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

地
区
公
民
館
で
集
め
て
い
る
新

聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着
の
４
品

目
に
つ
い
て
の
資
源
物
収
集
運
搬
手
数

答
弁　

J
A
、
太
良
町
、
鹿
島

市
で
構
成
す
る
オ
レ
ン
ジ
海
道

を
活
か
す
会
が
設
立
さ
れ
、
現

在
、
そ
の
作
業
部
会
で
取
り
組

む
べ
き
事
業
等
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
会
の
設
立
目
的
は
、

地
域
の
活
性
化
で
あ
り
、
先
ず

耕
作
放
棄
地
対
策
を
メ
イ
ン
と

し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
る
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
三
者
が

合
意
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
、

鹿
島
市
も
計
上
す
る
予
定
で
あ

る
。

料
は
、
基
本
的
に
は
資
源
物
の
市
場
価

格
が
１
㎏
５
円
を
下
回
っ
た
場
合
に
支

出
し
て
い
る
。
今
回
、
古
着
以
外
の
３

品
に
つ
い
て
は
、
５
円
を
上
回
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
分
を
減
額
す
る
。

　

現
在
、
各
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
は
、
８
品
目
分
別
に
お
い
て
の
ゴ

ミ
分
別
を
行
っ
て
い
て
、
市
報
に
お
い

て
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
啓
発
に
努
め
て

い
る
。
学
校
に
お
い
て
も
、
幼
き
頃
か

ら
の
習
慣
付
け
と
い
う
こ
と
で
、
資
源

ご
み
分
別
を
指
導
し
て
い
る
。

松
本
　
末
治  

議
員

質
問　

社
会
教
育
総
務
費
（
田

沢
記
念
館
活
動
事
交
付
金
）
は
、

市
と
し
て
百
万
円
だ
が
増
額
計

画
は
出
来
な
い
か
？
又
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費
の
増
額
が

あ
っ
て
い
る
が
ク
ロ
カ
ン
コ
ー

ス
延
長
と
コ
ー
ス
で
暗
い
場
所

へ
の
照
明
灯
の
設
置
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
？

答
弁　

田
沢
記
念
館
交
付
金
増

額
は
で
き
な
い
が
、
事
業
の
活

動
利
用
料
で
補
充
し
て
も
ら
う
。

ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
は
野
球
場
周

囲
コ
ー
ス
1.5
㎞
ほ
ど
伸
び
る
計

画
。
照
明
灯
に
つ
い
て
は
、
現

状
で
も
か
な
り
対
応
出
来
て
い

る
と
思
う
が
、
暗
い
所
が
あ
れ

ば
調
査
し
て
対
応
し
た
い
。

議
案
第
67
号

鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

議
案
第
71
号
〜
76
号
関
連
質
問

６
地
区
公
民
館
の
指
定
管
理
の
指
定
に
つ
い
て

伊
東
　
茂  

議
員

質
問　

地
区
公
民
館
の
指
定
管

理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
５
年

が
経
過
し
た
。
地
元
振
興
会
の

自
主
的
な
運
営
に
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
事
業
の
展
開
が
行
わ

れ
公
民
館
職
員
（
主
事
）
と
地

元
住
民
と
の
関
係
も
良
好
と
感

じ
て
い
る
。
継
続
的
な
管
理
委

託
を
行
う
に
あ
た
り
、
主
事
の

勤
務
年
数
の
経
験
度
や
、
休
日

出
勤
の
多
さ
な
ど
の
貢
献
度
を

鑑
み
勤
勉
手
当
の
支
給
が
出
来

な
い
か
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
（
副
市
長
）
指
定
管
理
施

設
の
単
年
度
の
事
業
報
告
、
収

支
決
算
書
を
見
て
も
黒
字
額

（
余
剰
金
額
）
は
勤
勉
手
当
が

出
せ
る
額
で
は
な
い
。
ま
た
、

位
置
付
け
と
し
て
嘱
託
職
員
に

つ
い
て
は
勤
勉
手
当
の
支
給
対

象
外
で
あ
り
現
時
点
で
は
主
事

へ
の
勤
勉
手
当
は
考
え
て
い
な

い
。

角
田
　
一
美  

議
員

質
問　

現
行
の
整
備
計
画
は
、

今
年
度
で
終
了
す
る
が
当
初
計

画
か
ら
す
る
と
農
産
物
等
販
売

施
設
が
実
現
で
き
ず
地
域
農
業

の
活
性
化
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
の
整
備
計
画
の
事
業

内
容
及
び
年
割
額
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

集
客
施
設
と
地
域
農

産
物
等
の
流
通
販
売
施
設
を

後
期
計
画
と
し
て
来
年
度
か

ら
５
ヵ
年
計
画
で
総
事
業
費

１
億
６
千
５
百
万
円
を
見
込
み

地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
り
た

議
案
第
70
号

中
木
庭
ダ
ム
周
辺
施
設
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
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一
般
質
問

松
尾  

征
子  

議
員

質
問
一
　
い
じ
め
は
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
今
の
い
じ
め
は
以
前

と
違
い
相
手
を
死
ぬ
ま
で

追
い
詰
め
る
暴
力
性
、
人

権
侵
害
性
が
強
ま
り
相
手

が
苦
し
む
の
を
見
て
楽
し

む
病
理
性
も
一
部
に
は
生

ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

い
じ
め
は
「
暴
力
で
あ
り
、

人
権
侵
害
」
だ
と
思
う
。

い
じ
め
に
つ
い
て
教
育
長

の
見
解
を
。
又
、
何
で
い

じ
め
が
起
こ
る
と
思
わ
れ

る
の
か
。

答
弁　

加
害
者
、
被
害
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

学
校
全
体
の
重
要
な
問
題

と
し
て
受
け
止
め
、
徹
底

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
教
師
と
児
童

生
徒
間
の
教
育
活
動
が
問

わ
れ
る
も
の
。
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
を
尊
重
し
て
い

く
。
道
徳
教
育
で
価
値
観

を
育
て
る
。
分
か
り
や
す

い
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
。

指
導
の
充
実
を
は
か
り
、

楽
し
ん
で
、
生
き
い
き
し

た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
人
間
関

係
や
生
活
経
験
を
生
か
し

た
者
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

　

家
庭
に
お
い
て
は
、
温

か
い
家
庭
生
活
を
送
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

信
頼
関
係
に
基
づ
く
、
厳

し
さ
と
か
、
深
い
愛
情
、

精
神
的
な
支
え
で
子
ど
も

を
育
て
て
ほ
し
い
。

質
問
二　

詳
し
く
答
え
ら

れ
た
が
、
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

同
じ
よ
う
な
方
針
、
文
科

西
部
広
域
環
境
組
合
の
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
鹿
島
市
の
負
担

「
い
じ
め
」の
な
い
学
校
と
社
会
を

省
か
ら
出
さ
れ
た
基
本
方

針
に
基
づ
い
て
取
り
組
ま

れ
て
き
て
い
る
。
文
章
に

書
か
れ
た
だ
け
で
い
い
と

思
わ
れ
る
の
か
。

答
弁　

社
会
全
体
政
治
の

問
題
に
大
き
な
関
わ
り
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
学
校

で
出
来
る
こ
と
は
精
い
っ

ぱ
い
力
を
入
れ
て
や
っ
て

い
く
。

質
問
三　

先
生
達
が
余
り

に
も
忙
し
す
ぎ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ゆ
と
り
あ
る

体
制
作
り
の
た
め
に
教
職

員
の
数
を
増
や
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

答
弁　

教
職
員
の
数
が
増

え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

県
内
教
育
長
会
等
で
も
要

望
等
を
上
げ
た
り
し
て
い

る
。
市
と
し
て
は
今
年
緊

急
雇
用
が
あ
っ
た
が
来
年

度
は
厳
し
い
。
予
定
し
て

い
た
も
の
を
削
っ
て
で
も

人
員
を
配
置
し
た
い
。

福
井
　
正  

議
員

質
問
一　

伊
万
里
市
松
浦

町
に
建
設
予
定
の
ご
み
焼

却
施
設
は
焼
却
炉
が
、
新

日
鉄
住
金
エ
イ
ジ
・
新
明

和
特
定
共
同
企
業
体
の
ガ

ス
化
溶
融
シ
ャ
フ
ト
炉
に

広
域
議
会
で
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
用
地
造
成
費
や

取
り
付
け
道
路
建
設
費
造

成
費
、
松
浦
町
へ
の
振
興

策
、
運
転
経
費
等
、
現
在

の
杵
藤
広
域
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
の
負
担
金
よ
り

上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。
ま

た
、
焼
却
炉
建
設
に
伴

う
起
債
の
負
担
も
発
生

し
、
鹿
島
市
の
予
算
運
営

に
も
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
建
設
費
な
ど
と
、

鹿
島
市
の
負
担
の
予
測
は
。

　

ま
た
、
鹿
島
市
は
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
再
生
可

能
ゴ
ミ
を
焼
却
処
分
す
る

質
問
二　

千
葉
県
香
取
市

と
は
、
鹿
島
初
代
藩
主
鍋

島
忠
茂
公
が
、
徳
川
家
よ

り
五
千
石
の
領
地
を
拝
領

さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
今

年
は
伊
能
忠
敬
鹿
島
測
量

２
０
０
周
年
に
あ
た
り
鹿

島
で
も
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
伊
能

家
は
佐
原
の
重
伝
建
地
区

に
あ
り
、
先
日
に
は
香
取

市
の
市
長
と
議
長
が
鹿
島

市
を
訪
問
し
て
頂
い
た
。

ま
た
、
鍋
島
家
四
代
の
墓

が
円
通
寺
に
あ
り
、
地
元

住
民
に
よ
っ
て
丁
重
に

祭
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

こ
の
様
に
縁
が
深
い
香

取
市
と
姉
妹
都
市
締
結
を

さ
れ
て
も
良
い
と
思
う
が

市
長
の
考
え
は
。

答
弁　

先
日
鹿
島
の
子
供

達
９
名
が
香
取
市
を
訪
問

千
葉
県
香
取
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結

し
大
歓
迎
を
受
け
た
。
香

取
市
側
は
姉
妹
都
市
締
結

に
熱
心
で
あ
り
、
前
向
き

に
必
要
な
段
取
り
を
進
め

て
行
き
た
い
と
思
う
。

こ
と
が
な
い
か
。

答
弁　

建
設
費
は
、
焼
却

炉
１
３
９
億
２
千
５
百
万

円
。
落
札
率
98.9
％
、
用
地

取
得
費
約
７
千
８
百
万

円
、
用
地
造
成
、
取
り

付
け
道
路
建
設
費
、
約

８
億
１
千
４
百
万
円
、
振

興
策
は
協
議
中
、
鹿
島
市

の
負
担
割
合
は
12.58
％
で
あ

り
、
運
転
経
費
等
が
年

１
億
９
千
万
、
起
債
の
鹿

島
市
の
負
担
８
億
７
千
万

程
度
で
あ
る
。
再
生
可
能

ゴ
ミ
の
焼
却
は
行
わ
な
い
。



一 

般 

質 

問

9

答
弁
（
担
当
課
部
長
）

　

７
月
に
ま
ち
づ
く
り
推

進
構
想
・
庁
内
調
整
会
議

室
を
立
ち
上
げ
現
在
ま
で

に
７
回
の
会
議
と
関
係
機

関
と
の
調
整
に
当
た
り
、

課
題
と
要
望
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
て
い
る
。
ピ
オ

と
の
間
で
は
入
居
す
る
施

設
の
調
整
・
費
用
の
見
積

も
り
・
施
設
整
備
の
資
金

計
画
を
進
め
て
い
る
。
来

年
１
月
に
は
正
式
に
発
表

で
き
る
。

質
問
二　

充
実
し
た
各
階

の
公
的
施
設
整
備
に
は
市

民
か
ら
の
意
見
や
情
報
な

ど
を
反
映
さ
せ
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

が
必
要
と
感
じ
る
が
対
応

を
考
え
て
い
る
か
？

答
弁
（
担
当
課
部
長
）

　

市
長
諮
問
機
関
で
あ
る
、

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
に
て

交
流
プ
ラ
ザ
・
ピ
オ
の
議

題
を
取
り
上
げ
、
団
体
か

ら
の
意
見
交
換
と
議
論
を

行
う
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
市
民
説
明
会
の
開
催
を

考
え
る
。

鹿
島
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
・
ピ
オ
）に
つ
い
て

伊
東
　
茂  
議
員

質
問
一　

構
想
が
発
表
さ

れ
半
年
が
経
つ
。
公
的
施

設
の
設
置
へ
向
け
、
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

進
捗
状
況
と
ピ
オ
と
の
調

整
は
（
家
賃
・
共
益
費
・

改
装
費
な
ど
）
進
ん
で
い

る
の
か
？

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の

維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律

に
つ
い
て（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）

質
問
一　

城
内
地
区
に
関

わ
る
武
家
屋
敷
群
や
旭
ヶ

岡
公
園
の
整
備
を
今
、
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
赤
門

の
壁
の
修
復
、
お
堀
や
公

園
内
の
水
路
の
整
備
、
記

念
碑
の
手
入
れ
、
松
陰
神

社
の
修
復
に
よ
り
歴
史
を

想
い
偲
ぶ
景
観
が
広
が
り
、

鹿
島
城
址
公
園
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
。
歴
史
を
反

映
し
た
人
々
の
活
動
を
伝

え
、
景
観
整
備
に
早
急
に

取
り
組
む
に
は
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
を
本
市
は
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
（
市
長
）

　

私
達
が
後
世
に
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
、

様
々
な
事
情
に
よ
り
時
間

の
経
過
と
共
に
消
え
去
ろ

う
と
し
て
い
る
物
を
市
が

ど
う
守
れ
る
か
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の
事

業
仕
分
け
に
よ
り
、
こ
の

法
律
の
中
心
的
な
事
業

（
歴
史
的
環
境
形
成
総
合

支
援
事
業
）
が
消
え
当
初

の
効
果
が
期
待
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
市
の
財
政

状
況
を
踏
ま
え
議
論
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

勝
屋
　
弘
貞  

議
員

質
問
一　

予
防
接
種
に
つ

い
て
。
鹿
島
市
の
免
疫
水

準
を
確
保
す
る
た
め
の
勧

奨
状
況
と
、
安
全
性
と
予

防
対
策
に
つ
い
て
の
考
え

は
？

答
弁　

定
期
一
類
（
ポ
リ

オ
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

日
咳
、
破
傷
風
、
麻
し

ん
、
風
し
ん
、
日
本
脳

炎
、
B
C
G
）
は
全
額
助

成
。
任
意
接
種
で
は
子
宮

頸
が
ん
等
、
無
料
の
も
の

や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、

一
部
負
担
の
も
の
が
あ
る
。

母
子
手
帳
交
付
時
、
園
や

子
供
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

質
問
二　

体
力
増
進
と
い

う
点
か
ら
、
学
校
に
お
け

る
子
供
た
ち
の
体
力
向
上

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
と
、

保
護
者
の
意
識
を
高
め
る

よ
う
な
取
り
組
み
は
？

答
弁　

低
学
年
よ
り
、
指

導
要
領
に
「
体
づ
く
り

運
動
」
が
示
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
に
従
い
指
導
を

し
て
い
る
。
浜
小
で
は
文

科
省
委
嘱
の
「
子
ど
も
の

体
力
向
上
支
援
事
業
」
で
、

運
動
能
力
・
習
慣
改
善
等
、

具
体
的
な
方
策
提
案
・
実

施
を
行
い
、
成
果
が
見
ら

れ
て
い
る
の
で
、
市
全
校

の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向

上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

保
護
者
を
巻
き
込
ん
で
の

講
習
会
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
一
人
の
社
会
人
と
し

て
の
認
識
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
子
供
に
も
波

及
す
る
し
、
家
庭
に
お
い

て
の
十
分
な
教
育
に
繋
が

る
と
考
え
る
。

質
問
三　

ス
ポ
ー
ツ
競
技

に
お
い
て
、
指
導
者
の
育

成
は
不
可
欠
と
思
う
が
、

ラ
イ
セ
ン
ス
更
新
・
受
講

市
民
の
健
康
促
進
に

つ
い
て

料
等
の
助
成
は
で
き
な
い

か
？

答
弁　

地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
情
熱
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ

と
思
う
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
指
導
者
ラ
イ
セ
ン

ス
・
更
新
料
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
あ
る
し
、
社
会
教
育

の
面
か
ら
み
る
と
文
科
系

の
指
導
者
も
い
る
。
何
を

対
象
に
、
誰
に
助
成
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理

が
必
要
。
今
は
検
討
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

学
校
を
通
じ
て
、
子
育
て

メ
ル
マ
ガ
、
市
報
な
ど
機

会
あ
る
ご
と
に
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
。

　

安
全
性
・
有
効
性
の
向

上
、
円
滑
な
供
給
は
国
の

役
割
。
市
は
安
全
な
実
施

対
策
体
制
を
確
保
し
、
市

民
に
正
し
い
知
識
を
理
解

し
て
頂
き
、
接
種
を
受
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め

る
。



一 

般 

質 

問

10

百
円
、
保
護
費
73
万
２
千

９
百
８
十
円
と
な
る
。

介
護
保
険
の
負
担
は
、

２
万
２
千
円
程
度
、
医
療

費
は
１
割
負
担
で
、
保
護

世
帯
は
い
ず
れ
も
自
己
負

担
な
し
。

質
問
二　

23
年
度
決
算
で
、

教
材
、
給
食
、
特
別
に
支

援
を
必
要
と
す
る
子
供
達

を
対
象
と
し
た
事
業
費
の

バ
ラ
ン
ス
と
、
教
育
関
連

の
事
業
計
画
の
決
定
方
法

に
つ
い
て

答
弁
二　

教
材
で
３
千
８

百
５
十
９
万
、
給
食
関
係

で
５
千
６
十
３
万
、
特

別
支
援
関
連
事
業
で

５
千
９
百
５
十
万
、
地
域

連
携
で
９
１
４
万
。
事
業

計
画
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
で
案
を
作
り
教
育
委

員
会
（
５
人
）
で
承
認
。

質
問
三　

市
の
収
入
の
過

去
10
年
の
動
き
に
つ
い
て

答
弁
三　

税
別
に
は
減
収

も
あ
る
が
、
税
収
の
約

50
％
を
占
め
る
固
定
資
産

税
が
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、

税
収
全
体
で
は
安
定
し
て

い
る
。

質
問
三-

㊁　

鹿
島
市

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
を
見

込
ん
で
市
債
の
推
移
、
残
高

の
ピ
ー
ク
、
支
払
い
（
公
債

費
）
は
ど
う
な
る
か
。

答
弁
三-

㊁　

平
成
25
年

で
85
億
円
の
市
債
が
、
平

成
30
年
で
は
１
３
６
億
円

と
な
る
が
、
臨
時
財
政
対

策
債
（
100
％
交
付
税
）
が

55
億
円
あ
り
差
引
81
億
円

の
市
債
残
高
、
又
、
残
高

の
ピ
ー
ク
は
平
成
34
年
で
、

年
間
14
億
円
程
度
の
支
払

い
だ
が
、
８
億
円
程
度
は

交
付
税
で
収
入
の
見
込
み
。

将
来
に
過
度
の
負
担
を
回
さ
な
い
、と
い
う
面
か
ら

生
活
保
護
制
度
、教
育
予
算
、収
入
と
支
出
に
つ
い
て
質
問
。

竹
下
　
勇  

議
員

質
問
一-

㊀　

生
活
保
護

の
制
度
と
現
状
に
つ
い
て

答
弁
一-

㊀　

給
付
に
は
、

生
活
扶
助
、
教
育
扶
助
、

住
宅
扶
助
、
医
療
扶
助
な

ど
８
項
目
あ
り
、
介
護
保

険
料
、
市
民
税
、
医
療
費

な
ど
の
負
担
は
免
除
。

質
問
一-

㊁　

家
族
や
親

族
が
い
て
も
受
給
で
き
る

の
か

答
弁
一-

㊁　

同
居
は
家

族
全
員
の
収
入
で
判
断
し
、

別
世
帯
は
仕
送
り
等
が
で

き
な
い
か
相
談
を
し
て
い

る
。

質
問
一-

㊂
　
例
え
ば
、

75
歳
で
一
人
暮
ら
し
の
、

年
金
生
活
と
保
護
費
を
比

較
す
る
と
ど
う
な
る
か
。

答
弁
一-

㊂　

国
民
年
金

は
、
満
額
で
78
万
６
千
５

総数147人
（死亡3、廃止1）
0歳～15歳

16歳～20歳

21歳～60歳

61歳以上

1人

2人

48人

96人

1人世帯

2人世帯

3人世帯

4人世帯

107世帯

19世帯

2世帯

0世帯
生活保護の実態（H24.12.18 現在）

総数128世帯

態
が
あ
る
中
、
低
栄
養
状

態
か
ら
健
康
を
損
な
っ
て

い
く
と
い
う
事
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
の
食
事
支
援
の
取
り

組
み
の
考
え
方
や
具
体
的

な
事
業
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
弁　

い
ろ
ん
な
事
業
を

行
い
な
が
ら
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
事
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
食
の
自

立
支
援
、
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
愛
の
一
声

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
、
グ

ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
（
共
同

生
活
）
、
食
生
活
改
善
事

業
、
等
栄
養
士
会
か
ら
の

支
援
も
行
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
の
、
安
否
確
認
と
共

に
食
事
の
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

稲
富
　
雅
和  

議
員

質
問
一　

高
齢
者
の
食
事

の
重
要
性
が
よ
く
言
わ
れ

る
中
、
ど
う
し
て
も
体
の

基
礎
代
謝
機
能
も
衰
え
食

事
の
量
も
減
っ
て
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増

え
て
く
る
と
、
簡
単
な
食

事
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
実

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
・

対
策
に
つ
い
て

質
問
二　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
大
き
な
注
目
を
集
め
て

お
り
、
H
25
年
度
の
秋
を

目
標
に
県
内
で
も
導
入
予

定
で
、
現
在
、
福
岡
、
長

崎
県
で
運
航
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
運
航
の
状
況
、

運
航
エ
リ
ア
や
実
施
主
体
、

基
地
病
院
、
出
動
状
況
等

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁　

福
岡
県
は
久
留
米

大
学
病
院
、
長
崎
県
は

N
H
O
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
、
佐
賀
県
は

両
方
か
ら
来
る
エ
リ
ア
に

な
っ
て
お
り
出
動
件
数
は

１
４
６
件
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
１
１
０
ヵ
所
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
が
あ
り
、
医
師
が

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
搭
乗
し

て
速
や
か
に
傷
病
者
の
場

所
に
行
き
機
内
、
当
該
場

所
に
お
い
て
治
療
を
行
い

速
や
か
に
搬
送
す
る
こ
と

の
で
き
る
態
勢
を
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
全
国

的
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
も
蟻
尾
山
公
園
、

母
ヶ
浦
運
動
広
場
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
緊
急

の
時
は
グ
ラ
ン
ド
も
活
用

し
て
い
る
。



一 

般 

質 

問

11

水
頭
　
喜
弘  
議
員

質
問　

３
大
死
因
の
大
き

な
要
因
と
さ
れ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は

食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な

ど
、
悪
い
生
活
習
慣
の
積

み
重
ね
が
原
因
と
な
っ
て

起
こ
る
た
め
、
生
活
改
善

に
よ
っ
て
、
予
防
・
改
善

が
で
き
ま
す
が
予
防
に
努

め
る
こ
と
は
当
然
と
し
て

医
療
費
抑
制
し
て
い
く
こ

と
の
取
り
組
み
と
し
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

よ
る
使
用
促
進
で
抑
制
さ

れ
る
と
考
え
ま
す
が
。

答
弁　

来
年
４
月
１
日
よ

り
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
カ
ー

ド
を
使
用
し
ま
す
」
と
い

う
シ
ー
ル
を
配
布
し
健
康

保
険
証
に
添
付
す
る
よ
う

に
す
る
。

質
問　

給
付
費
抑
制
と
し

て
介
護
予
防
へ
の
取
り
組

み
を
評
価
す
る
「
お
元
気

ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
し
、

将
来
の
介
護
保
険
料
を
軽

減
す
る
制
度
を
打
ち
出
し

て
は
ど
う
か
。
先
進
地
で

介
護
予
防
効
果
が
ポ
イ
ン

ト
換
金
を
上
回
り
、
高
齢

者
１
人
当
た
り
月
額
11
円

の
費
用
削
減
効
果
が
あ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が

考
え
は
。

答
弁　

佐
賀
県
長
寿
社
会

財
団
の
方
で
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
今
回
は
商
品
券

等
の
付
与
と
な
る
よ
う
で

す
。
次
回
か
ら
は
現
金
に

な
る
よ
う
で
す
。
た
だ
し

上
限
を
設
け
て
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
健
康
と
生

き
が
い
を
生
み
出
す
も
の

で
結
果
を
見
な
が
ら
十
分

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
可
燃
ご
み
は
年
間
約

保
健
行
政
　医
療（
健
康
寿
命
）に
つ
い
て

保
健
行
政
　介
護

（
介
護
予
防
）
に
つ
い
て

５
０
０
０
ト
ン
で
、
そ
の

内
約
40
％
が
生
ご
み
と
し

て
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
。

現
在
ご
み
の
減
量
と
有
効

活
用
を
図
る
目
的
と
し
て
、

生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
事

業
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
馬
渡
地
区
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
そ
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
。

答
弁　

23
年
５
月
よ
り
34

軒
の
方
に
お
願
い
し
て
生

ご
み
を
収
集
し
３
分
の
１

が
堆
肥
化
さ
れ
て
い
る
。

今
後
２
０
０
０
世
帯
ま
で

に
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
公
共
下
水
道
と
浄

化
槽
の
公
平
性
に
つ
い
て

今
ま
で
質
問
し
て
参
り
ま

し
た
が
維
持
管
理
に
平
均

下
水
道
４
万
５
千
円
に
対

し
浄
化
槽
６
万
円
か
か
り

１
万
５
千
円
の
差
が
生
じ

る
。
こ
の
補
助
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答
弁
　
現
在
下
水
道
計
画

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。
浄
化
槽
に
対
す
る
補

助
金
の
検
討
は
必
要
と
思

う
。

価
を
受
け
る
手
続
が
大
切

で
あ
る
。

　

入
札
制
度
の
改
革
は
順

調
か
。
最
低
価
格
制
度
は
。

　

現
在
、
地
元
に
本
社
の

あ
る
会
社
を
最
優
先
し
て

指
名
が
あ
り
ロ
ー
カ
ル
発

注
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
議
会
の
要
請
が
大
き

い
。
地
域
経
済
の
活
性
化

に
最
低
価
格
制
度
導
入
も

必
要
で
あ
る
。

　

道
路
問
題
に
つ
い
て
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
し
て

10
項
目
に
な
る
要
望
を
前

市
長
は
県
に
し
て
い
る
が

最
初
か
ら
や
り
直
し
を
し

て
現
状
に
照
ら
し
て
行
う

べ
き
だ
。
特
に
バ
イ
パ
ス

内
の
県
道
を
市
道
に
転
換

す
る
作
業
が
遅
れ
て
い
る
。

当
時
の
県
側
と
の
協
議
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

再
協
議
を
早
急
に
行
う
べ

き
で
あ
る
。
駅
前
の
県
道

の
市
道
移
管
が
な
け
れ
ば

駅
前
の
再
整
備
は
い
つ
ま

で
も
出
来
な
い
。
他
の
県

事
業
と
の
協
議
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

答
弁　

予
定
通
り
計
画
は

順
調
と
思
う
。
市
民
の
協

力
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

今
後
財
政
基
盤
を
慎
重
に

検
討
す
る
中
で
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
計
る
。

県
南
西
部
の
中
心
地
と
し

て
に
ぎ
わ
い
感
を
取
り
戻

し
た
い
。

　

道
路
問
題
に
つ
い
て
課

題
は
あ
る
が
指
摘
の
件
は

現
在
県
側
と
協
議
を
し
て

い
る
。
市
の
負
担
を
少
な

く
と
考
え
て
い
る
。
交
付

税
処
置
も
あ
る
が
維
持
管

理
費
も
重
む
だ
ろ
う
。
積

極
的
に
協
議
を
重
ね
て
行

く
。

市
長
の
基
本
理
念
等
に
つ
い
て

中
西
　
裕
司  

議
員

質
問　

市
長
就
任
以
来
、

市
政
運
営
は
順
調
な
の
か
。

行
政
評
価
は
。
新
風
創
造

の
理
念
で
10
項
目
の
課
題

を
提
示
し
て
部
局
に
７
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
検
討
を
指
示
し
て

い
る
。
入
札
制
度
の
見
直

し
や
中
高
一
貫
教
育
（
私

は
小
中
の
連
携
教
育
と
思

う
が
）
等
で
あ
る
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
見

直
し
や
行
財
政
計
画
の
将

来
見
通
し
を
提
示
さ
れ
今

搬
の
鹿
島
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
を
策
定
さ
れ
市
民

に
問
題
提
起
さ
れ
て
い

る
。
非
常
に
理
路
整
然
と

目
標
達
成
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
（
手
続
な
い
し
は
工
程

表
）
が
明
確
で
市
民
も
行

政
評
価
し
や
す
い
。
情
報

を
市
民
に
公
開
を
し
て
評

環
境
行
政
　生
ご
み
の

堆
肥
化
に
つ
い
て

環
境
行
政 

水
環
境
に
つ
い
て
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松
本
　
末
治  

議
員

質
問
一　

鹿
島
の
「
米
」

の
収
穫
量
は
、
昭
和
42
年

１
万
４
百
ト
ン
。
平
成
23

年
産
４
千
７
百
７
十
ト
ン
、

45.8
％
と
大
き
く
減
産
さ
れ

て
い
る
。
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
特
A
「
さ
が
び
よ
り
」

が
増
産
さ
れ
プ
レ
ミ
ア
ム

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
「
佐
賀

牛
」
「
佐
賀
海
苔
有
明
海

一
番
」
に
プ
レ
ミ
エ
と
し

て
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
イ

チ
ゴ
「
さ
が
ほ
の
か
」
糖

度
11
度
以
上
、
ミ
カ
ン

「
根
域
制
限
高
畝
マ
ル
チ

栽
培
」
糖
度
14
度
以
上
が

古
川
県
知
事
直
々
の
佐
賀

農
産
物
最
高
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
売
り
込
み
を
さ
れ
て

い
る
鹿
島
市
と
し
て
の
対

応
は
？

答
弁　

プ
レ
ミ
エ
と
し
て

苺
７
千
個
中
１
個
の
合
格

率
で
一
箱
12
個
詰
め
五
千

円
、
ミ
カ
ン
2.5
㎏
で
一
万

円
と
東
京
三
越
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。
佐
賀
牛
ブ
ラ

ン
ド
合
格
は
鹿
島
産
95
頭

（
26
％
）
で
有
明
一
番
海

苔
は
秋
芽
で
は
出
て
い
な

い
。

質
問
二　

漁
業
で
諌
早
湾

干
拓
溜
池
の
汚
水
排
出
で

来
年
12
月
開
門
調
査
実
施

が
秋
芽
海
苔
の
収
穫
最
盛

期
、
タ
イ
ラ
ギ
漁
も
始
ま

る
時
期
「
鹿
島
漁
業
の
最

も
重
要
な
時
期
」
こ
れ
は

何
と
か
せ
ん
と
い
か
ん
。

漁
業
就
業
者
数
を
見
る
と

45
歳
未
満
の
後
継
者
（
と

思
わ
れ
る
）
男
性
1
0
3

人
、
七
浦
浜
地
区
で
10
代

20
代
が
か
な
り
お
ら
れ
本

当
に
安
定
し
た
漁
場
有
明

海
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
若
者

（
後
継
者
）
の
み
ん
な
が

安
心
し
て
嫁
さ
ん
を
も
ら

い
、
子
供
さ
ん
３
人
以
上

儲
け
親
子
３
代
（
三
世
代

同
居
）
と
な
れ
ば
、
本
当

鹿
島
の
産
業
振
興
と
人
づ
く
り

の
雇
用
促
進
・
人
口
維
持

に
繋
が
る
。

　

今
年
夏
場
は
、
北
部
九

州
集
中
豪
雨
・
台
風
の
影

響
で
漁
業
者
の
方
は
、
有

明
海
清
掃
で
大
変
ご
苦
労

さ
れ
ま
し
た
。
又
、
漁
業

者
独
自
で
海
底
耕
運
も
さ

れ
24
年
産
秋
芽
海
苔
良
好

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

答
弁　

諌
早
湾
開
門
調
査

実
施
に
つ
い
て
は
、
九
州

農
政
局
長
と
も
直
に
話
し

合
っ
て
い
る
。
一
次
産
業

の
経
営
安
定
は
、
鹿
島
の

雇
用
促
進
、
人
口
の
維
持

に
つ
な
が
り
子
育
て
、
老

人
介
護
へ
も
プ
ラ
ス
で
す
。

有
明
海
再
生
の
為
、
海
底

耕
運
用
機
具
に
つ
い
て
は

漁
協
関
係
者
に
お
伺
い
し

て
対
応
す
る
様
に
し
た
い
。

文教厚生産業委員で現状視察を行いました。

「鹿島ニューディール政策」の一つである
鹿島ショッピングセンターPioへの
公的施設整備が検討されています。
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年初より様々な行事に参加させて頂きました

●鹿島商工会議所農協・漁協主催
　新年賀詞交換会

●鹿島市消防団 出初め式

●平成25年 成人式
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行 政 視 察 報 告

２５日名護市議会ギャラリー／２６日那覇市議会先例集作成

（議場の廊下を活用したギャラリー）

❶出前議会、地域懇談会　出前議会は５つの小学校区単位で開催され、参加村民は各
会場４０名から５０名、議会からの説明ののち、質問や提案を受ける形で行われて
います。その後村民とのコミニュケーションを図る為の懇親会が会費制で行われ、
その場で様々な本音が出てくるとのことでした。

❷委員会提出議案　陳情や意見書等で議会として議案を提出するとのことでした。
❸参考人制度　村の課題に対して、村民から聞き取り調査を行い、質問等の参考にす
るとのことです。

❹執行部からの答弁書の事前売け取り　議員の一般質問に対し１回目の答弁書を受け
取る制度で、質問の２日前までに受け取ることになっています。私は、執行部との
なれ合いになるのではとの疑問を持っていましたが、違った見方での質問につなが
り、議論を深めることが出来るとのことでした。なお一般質問は、１８名の議員中
議長を除く全議員が行っているとのことでした。

　名護市議会では、「公共ホール音楽活性化事業」として、平成１６年に委員会室を
使ったコンサートが開催されました。その後平成２０年から、美術展や写真展、紅型
典等の芸術展示に取り組んでおられます。市民の議会に対する関心が薄く、傍聴も辺
野古地区への海兵隊飛行場移転問題等の関心度が高い時期を除き少なかったそうです。

【読谷村】読谷村は沖縄県南西部に位置し、人口約四万人の村です。村役場は、
米軍から返還された土地の造成地にあります。

【名護市】名護市は、沖縄県北部に位置し、東は太平洋、西が東シナ海に面した地で
あり、「やんばる」という沖縄県北部の中心都市であります。辺野古地区という、普
天間基地代替予定地としても知られた都市であります。議員数は現在２６名でありま
す。名護市議会は、議会ギャラリーという市民に開かれた義会への取り組みを研修い
たしました。

平成24年10月24日沖縄県読谷村  議会運営議会改革

（議長席） （傍聴席）
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　名護市は芸術活動が盛んな地であり、議場を音楽や絵画展示等に活用することで、
市民の議会に対する関心が高まるのではということで始められました。議会開会中に
も開催されていますので、展示物を鑑賞に来られた方々が傍聴にも来られることがあ
るようになったとのことです。ただつかわれるのは、委員会室や議場廊下であります。
議場を使う議論がなされたそうですが、神聖な議場を使うことに対し反対があり、実
現しなかったとのことでした。
　鹿島市義会でも、開かれた義会を目指し、議場を使った子供議会を開催しましたが、
今後このようにコンサートや美術展の開催も検討してもいいのかと思います。

【那覇市】那覇市は沖縄県の県庁所在地であり、人口32万人の都市であります。市議
会議員数は４０名であります。
　那覇市議会では、議会運営先例集を作られ、スムーズな議会運営に寄与していると
のことで研修いたしました。
　議会事務局職員は、１９名でほかに非常勤職員７名がおられます。議会運営先例集
は、議会事務局で作成されました。また議会便りも議事調査課職員５名によって作成
されています。非常勤職員は、各会派に派遣され会派の職務の手伝いをされています。
　議会先例集は、以前の議会で解釈の違いによって、議会運営が滞ることを防ぐため
に平成１７年に作られました。以前の議会の議事録や、議会運営の記録等から探し出
しての作業だったそうで、作るには大変な苦労があったとのことでした。
　今次の改定版作成が行われていますが、現在の先例集を踏まえ、新たな事例を加え
る形で作成されるそうです。

　市庁舎が建設中であり、２５年３月間接予定であり、プレハブの仮庁舎でありまし
た。新議場は議席を円形に配置する計画だそうであります。
　視察を終えての感想として。読谷村、名護市、那覇市それぞれの議会での議会改革
への取り組みがユニークでありました。鹿島市議会としてすべての取り入れは出来な
いとも感じましたが。読谷村の、執行部からの答弁事前受け取りや、名護市の議会
ギャラリーなどは鹿島市義会でも検討に値すると思います。
　米軍基地問題や、全国最低の県民所得等デメリットがありますが沖縄県の人口は増
加しています。その理由として、観光への熱心な取り組み、全日空の貨物取扱ハブ空
港化や那覇港の港湾のハブ港化への取り組み、政府による中国人観光客が来日時に、
沖縄にトランジェットすることによるビザ審査の緩和等の施策による東アジアからの
観光客増加による観光施策、豊かな自然特にエメラルドグリーンの海でのスキューバ
ダイビング等魅力あふれる観光地と、タクシー初乗り５００円等の物価が安いこと、
内地からの来訪者に対しての沖縄県民の寛容さなどがあると思います。今後の鹿島市
の施策の参考になると思います。

（新市庁舎建設中の為、仮庁舎の議場） （新議場計画円形議場）

委員長　伊東　茂　　副委員長　光武　学
委　員　橋爪　敏、福井　正、松本　末治、角田　一美
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議 会 あ れ こ れ （平成24年10月～12月）

行政視察受入状況
10月17日　千葉県柏市議会会派行政視察
　  18日　壱岐市議会行政視察
　  24日　千葉県流山市議会都市建設委員会行政視察
　  30日　愛知県豊田市議会行政視察
11月 1日　大分県津久見市議会行政視察
　  12日　熊本県荒尾市議会会派行政視察
　  13日　岡山県浅口市議会行政視察
　  15日　宮崎県えびの市議会会派行政視察
　  19日　栃木県佐野市議会会派行政視察

（平成24年10月～12月）

平成 24 年
【10月】
  2 日　議会だより編集委員会
  3 日　総務建設環境委員会行政視察 (〜５日迄 )
  5 日　有明海沿岸道路建設促進佐賀県期成会要望活動
  9 日　議会だより編集委員会
11 日　有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会要望活動
　　　 文教厚生産業委員協議会
12 日　総務建設環境委員協議会
15 日　有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会要望活動
17 日　議会だより編集委員会
　　　 議会運営委員会行政視察 (〜２６日迄 )
29 日　佐賀県西部広域環境組合議会第２回定例会
　　　 有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会・国道 207 号
　　　 改良促進期成同盟会合同要望活動
30 日　佐賀県後期高齢者医療広域連合議会本会議

【11月】
  1 日　有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会要望活動
  5 日　一般会計・特別会計決算審査特別委員会　( 現地調査 )
  6 日　一般会計・特別会計決算審査特別委員会
  7 日　一般会計・特別会計決算審査特別委員会
16 日　有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会・国道
　　　 207 号改良促進期成同盟会要望活動
　　　 文教厚生産業委員協議会
14 日　議会運営委員会
21 日　全員協議会
　　　 総務建設環境委員協議会
　　　 文教厚生産業委員協議会
24 日　第 205 回佐賀県市議会議長会正副議長会
30 日　議会運営委員会

【12月】
  3 日　12 月定例会開会・議案審議
　　　 全員協議会  
　　　 まちなか活性化特別委員協議会
10 日　委員長報告、議案審議、質疑、討論、採決　
11 日　議案審議、質疑、討論、採決
14 日　総務建設環境委員会
20 日　一般質問
21 日　議会運営委員会
　　　 一般質問
　　　 文教厚生産業委員協議会
　　　 全員協議会
25 日　委員長報告、議案審議、質疑
　　　 討論、採決、閉会
　　　 全員協議会
28 日　議会だより編集委員会

10 月
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11 月 12 月 合計

公表します
議長交際費編

集
後
記

　新
し
い
年
の
幕
開
け
は
鹿
島
市
に
も

雪
が
降
り
ま
し
た
。
元
旦
の
雪
は
吉
兆

と
言
わ
れ
縁
起
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
日
差
し
が
見
え
な
い

日
本
経
済
も
昨
年
末
の
政
権
交
代
に
期

待
を
寄
せ
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

鹿
島
市
に
於
い
て
も
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

構
想
が
本
年
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
の
「
ま
ち
づ
く
り
構
想
」

が
街
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
活
気
を
促
す

事
を
期
待
し
ま
す
。

　本
年
度
、議
会
も
積
極
的
に
足
を
運
び
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
執

行
部
と
の
議
論
を
深
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
更
な
る
議
会
改
革
・

開
か
れ
た
議
会
を
今
年
も
目
指
し
て
行

き
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

※
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、全
て
原
稿
提
出
者
の
責
任
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

伊

東

　
　茂

稲

富

雅

和

徳

村

博

紀

【編集委員】

■発行　佐賀県鹿島市議会
　　　　佐賀県鹿島市大字納富分2643番地1
　　　　TEL.63-2104　FAX.63-2314
■編集　議会だより編集委員会　■印刷　松浦印刷株式会社


